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１．現在の情報化施工推進戦略の重点目標と達成状況
① 情報化施工の普及に関する重点目標

直轄の道路土工、舗装工、河川土工の各工事において、大規模の工事では2010 年度までに、中・小規模の工事では2012 年度

までに、情報化施工を標準的な施工・施工管理方法として位置づける。

（達成状況）

• 2010年8月に技術毎の普及状況等を勘案した推進方針である「情報化施工技術の一般化・実用化の推進について」をとりまとめた。

「TS出来形（土工）」と「MC技術（モータグレーダ）」を2013年度に一般化する技術に、「TS･GNSSS締固め」、 「MC/MG技術（ブルド

ーザ）」、「MG技術（バックホウ）」を早期実用化に向けて検討を進める技術に位置付けて普及を進めている。

標準的な施工 施工管理方法として採用できるように 2011年度中にTS出来形（土工） TS GNSS締固め TS出来形（舗装工）に関• 標準的な施工・施工管理方法として採用できるように、2011年度中にTS出来形（土工）、TS･GNSS締固め、TS出来形（舗装工）に関

する施工管理要領、監督・検査要領を策定・改正し、2012年度より施行する見通しである。

② 機器・システムの普及に関する重点目標

情報化施工機器を容易に装着できるオプション設定機種を拡大する。さらに、重点目標①の実現のために必要となる情報化施

工機器を搭載した建設機械（ブルドーザ、グレーダ、油圧ショベル）の普及を図る。

（達成状況）

建 購 情 施 着 能 部 建 連 購• 建設機械の購入後に情報化施工機器を装着することは可能な状況であり、一部の建設機械メーカと測量機器メーカが連携し購入

時に情報化施工機器の搭載を選択できる機種も国内で発売されている。

• 調達の形態はリース・レンタルの割合が多く、大手リース・レンタル会社に普及が進んできているが、一方で、活用工事も増加してお

り 今後も機器 システムの普及を継続的に図る必要がある

③ 人材育成に関する重点目標

重点目標①の実現のために必要となる情報化施工機器・システムに対応できる人材を育成する。（2012年度までに1,000人以上）

り、今後も機器・システムの普及を継続的に図る必要がある。
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（達成状況）

• 地方整備局等による職員向けの研修・講習会、（社）日本建設機械化協会の研修制度など、官民ともに人材の育成を進めており、

目標である1000名以上の技術者が情報化施工に関する何らかの研修を受講している。



２．次期戦略に向けて

• 「現在の戦略」（2008～2012年度）以降の「次期の戦略」の展開としては、情報化施工の対象工種・
技術の拡大の検討と、情報化施工により得られるデータの活用等その利活用場面の拡大の検討、
及び情報化施工の活用を進めるための環境整備が考えられるのではないか。

• 「次期の戦略」においては、重点目標の達成状況、普及推進における課題、情報化施工の周辺環
境の変化、情報化施工技術の進展を踏まえ、情報化施工の特性を活かした新たな取り組みの検
討も必要と考えられるのではないか

① 情報化施工の対象工種・技術

討も必要と考えられるのではないか。

（例） 対象工種 構造物（水門・樋門、橋梁など）など

対象技術 TS･GNSS締固め、MC/MGブルドーザ、MGバックホウなど

② 情報化施工の利活用場面

建設生産プロセスの他プロセス（設計、維持管理）や施工プロセスにおける利活用場面など

（他分野の例） 建築分野におけるBIM（Building Information Modeling）（他分野 例） 築分野 け （ g g）

③ 情報化施工の活用を進める環境整備

インセンティブ、契約における情報化施工の取り扱い（指定工法、任意工法）、設計データの作成のあり方、イン ンティブ、契約における情報化施工の取り扱い（指定工法、任意工法）、設計デ タの作成のあり方、
情報化施工機器の調達環境など
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３．今後の検討スケジュール（案）

次期戦略 検討 ケジ

平成24年度 6月～7月頃

次期戦略の検討スケジュール

平成 年度 月 月頃

○情報化施工技術の普及状況と課題

○情報化施工を巡る国内外の動向○情報化施工を巡る国内外の動向

平成24年度 9月～11月頃（1～2回程度）平成24年度 9月 11月頃（1 2回程度）

○更なる普及に向けた課題と対応方針

○次期戦略の重点目標とロードマップ○次期戦略の重点目標とロ ドマップ

平成24年度 1月～2月頃平成24年度 1月 2月頃

○次期戦略
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平成24年度末 次期戦略の公表



（参考）情報化施工推進戦略（H20.7.31）の目次

１．はじめに

２ 情報化施工技術と普及のメリ ト

４．情報化施工の普及に向けた課題と対応方針
（１）工事発注者の課題
（２）施工企業等の課題２．情報化施工技術と普及のメリット

（１）情報化施工とは
（２）情報化施工技術の状況

（２）施工企業等の課題
（３）共通課題
（４）個別課題と対応方針等

（３）建設施工を取り巻く課題
（４）情報化施工の普及によるメリット ５．重点目標とロードマップ

（１）重点目標
３．情報化施工を巡る国内外の動向

（１）国内における最近の取り組み
（２）海外における最近の取り組み

（ ） 点目標
（２）ロードマップ

６ 推進戦略の実行とフォローアップ（２）海外における最近の取り組み
（３）標準化の動向

６．推進戦略の実行とフォロ アップ
（１）実行体制
（２）実施方法

７．おわりに
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（参考）建築分野におけるＢＩＭ

BIMとは、Building Information Modelingの略称であり、 コンBIMとは、Building Information Modelingの略称であり、 コン

ピュータ上に作成した３次元の形状情報に加え、室等の名称や仕
上げ、材料・部材の仕様・性能、コスト情報等、建物の属性情報を
併せもつ建物情報モデル（以降、BIMモデルという。）を構築する
ことこと。

設計から施工、維持管理に至るまでの建築ライフサイクルのあら
ゆる工程でBIMモデルを活用することは、建築生産や維持管理
の効率化に繋がる。の効率化に繋がる。
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ファブ： 製造、組み立てという意味を持つ「fabrication」の略称
４D・５D： ３次元＋時間・コスト



（参考）一般化対象技術の拡大の検討

○ 般化推進技術
MC（モータグレーダ） TS出来形（土工）

○一般化推進技術

平成２５年度に一般化
する情報化施工技術
（平成22年8月通達）

一般化の拡大
個々の技術の普及状況等を勘案し、
実用化検討技術を一般化推進技術へ

MC/MG（ブルドーザ） MG（バックホウ） TS･GNSS締固め

○実用化検討技術

早期実用化に向けて検
討を進める情報化施工
技術
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技術
（平成22年8月通達）



（参考）情報化施工の利活用場面の拡大の例

１）他プロセスにおける利活 ２）施工プロセスにおける利活用の拡大１）他プロセスにおける利活
用の拡大

２）施工プロセスにおける利活用の拡大

関連する工事間において情報施工デ タ 施工管理デ タの出来•設計や維持管理など建設生産 •関連する工事間において情報
化施工で得るデータを共有

•施工データ、施工管理データの出来
高部分払への利活用

•設計や維持管理など建設生産
プロセスの他プロセスにおい
て情報化施工で得るデータ等
を利活用

契約

○○工事

調査

維持管理や
設計プロセ

施工

施工管理

監督

○○工事

△△工事

工事間の施
工・施工管
理データの

共有

設計

設計プロセ
スへの展開

既済部分検査

出来高部分払
施工・施工
管理データ
の部分払へ

の活用

△△工事

□□工事

施工

完成 完成検査

の活用

たとえば、

道路土工工事と舗装工事の間や複数工事
に分割した大規模な土工工事の間で出来形

維持管理

たとえば、

情報化施工で取得する施工データ、施工管
理データの維持管理への活用
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引き渡し

データを共有
など

情報化施工の活用を前提とした設計基準の
見直し

など


